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１．研究概要（目的・狙いなど） 

現在、高齢化が進行していることが大きく問題視されている。その影響は商店街を含める様々な地域でも見られることが予想され

ており、買い物難民の増加などから生活しにくい将来が待ち受けているとも考えられる。そんな中、商店街の本来の役割であった、

「衣食住を全て賄うことができ、地域住民の生活を支える」といった側面が再び脚光を浴びようとしている。そのような、かつての光

を取り戻そうとしている商店街の力になりたい。そんな思いから研究を始めた。 

私たちの研究成果によって、商店街の活性化に貢献することができ、地域の支えになっていた頃のような存在になることを手助け

することが狙いとなっている。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

「イベントを使った商店街の活性化」と聞くと、ありきたりで平凡なテーマだと思われることが多い。それは、どれだけ面白いイベントを

行って、集客や収益がどれほど上がるのか、といったような考え方が多いためであると考えられる。 

しかし、私たちも同じように、そのような固定概念を抱きながら研究をスタートさせた。 

しかし自分たちの足を使って商店街の方に話を聞いていくうちに、今まで見えにくかった商店街のイベントの効果というものがあること

に気づかされ、考え方を改めることにした。商店街のイベントの効果とは、集客や収益のように目に見えるようなものばかりではなく、

商店街の中での絆づくりや、同じ方向を向いて意欲的になれるようなチームビルディングづくりのような、商店街の一体感を高める

効果が隠れていることがわかった。 

しかし、商店街イベントの現状は厳しく、効果が一時的、限定的であることから業務のようにこなしているため、一体感の向上のよ

うな見えにくい効果は埋もれてしまっている。また、この効果を高めるために商店街店主は何をすればいいのかわからない状況にな

っている現状があった。さらに、内面的効果が少ないイベントには共通している問題点があった。①イベントを主催する側の温度差

がある⓶新しさを取り入れられないマンネリズム化の 2 つである。この 2 つの問題点を抱える商店街が多く存在していることがわか

った。 



３．研究テーマの課題 

イベントづくりにおいての問題点であった①主催者側の温度差⓶イベントのマンネリズム化、といった 2 つの問題点を解決するよう

な仕組みを見つけ出すことが研究課題となっている。 

しかし、隠れた効果があるとしても、商店街はその効果を高めるためにどのような活動を行うべきなのかがわからない上に、その問題

点を解決する手段に出会えずにいる。そこで、この課題を解決するために、私たちが商店街のイベントづくりや日頃の活動に参加

した体験や、全国へのヒアリング調査で得た知識も加えていくことで、解決していく。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

問題点である①主催者の温度差⓶イベントのマンネリズム化の 2 つを解決するための基本フレームとして用いたものが、「オープン

サービスイノベーション」である。温度差が発生しているという問題点に関しては、みんなで一緒にイベントを作りあげ、イベントの価

値を高めるといった「価値共創」。イベントがマンネリズム化しているという問題点に関しては、オープンなイベントづくりを行なうことで

マンネリズムを打破しようという「オープンイノベーション」。 

この理論を用いながら、商店街のイベントづくりにおいてオープンサービスイノベーションを組み直すことで、新たなビジネスモデルを考

えた。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

愛知県春日井市の勝川駅前通商店街に 1 年間通い、様々な商店街活動やイベントづくりに参加することで、内部的なものも

調査することができた。さらに、名古屋市内の商店街に実地調査に行き、生の声を聞くこともできた。 

全国の商店街へのヒアリングも重ねることで、イベントづくりにおいての現状を知り、知識を得ることができた。 

６．結果や今後の取り組み 

イベントの目に見えない効果を引き出すためには、イベントを生み出すための小さな活動に目を向けることが大事だとわかった。しか

し、そのような活動は今まで注目されにくいものであった。 

そのことから、私たちはイベントを生み出すためのひとつひとつの活動を、わかりやすく、使いやすいように整理することで「イベントレシ

ピ集」を作ることができた。 

今後の取り組みとしては、このレシピ集をデータベース化し、商店街の方や、実際にイベントを行った人々からのフィードバックをもら

えるように進化させていくことを考えている。 
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